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第５章 東北圏企業における働き方の多様性 

この章では、女性活躍を促す環境を整備する上で重要な東北圏企業における働き方の現

状を見ていく。第 節では柔軟な働き方に関する制度（短時間勤務制度、時差出勤、フレ

ックスタイム制度、在宅勤務制度）の有無や育児などとの両立を支援する取組みの実態を

明らかにした。第 節では、新型コロナウィルス感染症による働き方の変化、特に在宅勤

務が女性活躍推進に及ぼす影響を分析した。

第 節 働き方

 働き方や両立支援に関する制度や取組み

「 あなたの会社の制度や取組みについておたずねします。それぞれの制度や取組

みの有無、利用のしやすさなどを回答してください」に対し、 項目についてたずね

た。「時差出勤」「フレックスタイム制度」「在宅勤務制度」といった柔軟な働き方に関す

る制度については東北圏と首都圏のスコア差が大きく、特に「在宅勤務制度」は東北圏女

性の ％に対して首都圏女性は ％、東北圏男性の ％対して首都圏男性は

％と、東北圏と首都圏の間に約 ポイントの差が見られる。

東北圏女性が、首都圏女性よりも回答割合が高かったのは「社内保育所」のみである

が、 ％と割合自体は低い（χ二乗検定 ‹ ）。

「男性向けの育児支援」については、首都圏男性の ％が「制度あり」と回答した

のに対して、東北圏男性は ％と低かった（χ二乗検定 ‹ ）。

「短時間勤務制度」については、企業において制度導入が義務付けられているが、必ず

しも社員が制度を認識しているとは限らない。「制度がある」と回答した割合は、東北圏

女性は ％であり、首都圏女性の ％と比べると ポイントの差が見られた（χ

二乗検定 ‹ ）。また東北圏男性の ％は つの属性の中でも最も低く、首都圏男

性の ％と比べて ポイント低い（χ二乗検定 ‹ ）。

・柔軟な働き方に関する制度の有無については、男女とも東北圏と首都圏のスコア差

が大きく、東北圏企業は、首都圏企業に比べ、在宅勤務制度等の柔軟な働き方に関

する制度および仕事と家庭の両立支援の取組みの整備が遅れている。

・特に「在宅勤務制度」については、東北圏女性は ％、東北圏男性は ％に

留まっている。「男性向けの育児支援」は首都圏男性の ％が「制度あり」と回

答したのに対して、東北圏男性は ％と差が見られる。

・東北圏女性、首都圏女性ともに柔軟な働き方に関する制度や両立支援の取組みの数

が多いほど、育児をしながらキャリアアップが可能だと認識する人が多い。
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図表 会社にある制度や取組み

あなたの会社の制度や取組みについておたずねします。それぞれの制度や取組みの有無、利用のし

やすさなどを回答してください

注） の選択肢は「制度があり利用しやすい」「制度があるが利用しづらい」「制度が無い」「制度の有

無がわからない」で、「制度があり利用しやすい」「制度があるが利用しづらい」の合計を「制度あり」

として集計した

■ 会社にある制度や取組みの数別 育児をしながらのキャリアアップの可能性

働き方や両立支援の制度や取組みが充実（制度数 ～ ）していると、育児をしながら

キャリアアップすることが可能だ（「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」）と回答し

た割合は ％と高く、一方、制度が全くない場合は ％と低い。首都圏女性も同様

である。

図表 【東北圏女性】会社にある制度や取組みの数別 育児をしながらのキャリア

アップの可能性

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

χ二乗検定

（n）

制度数0

制度数1～2

制度数3～10

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

短時間
勤務制度

時差出勤
フレックス
タイム制度

在宅勤務
制度

育休からの
早期復職

支援

育休復帰者
向けセミナー

男性向けの育
児支援(男性の

育休取得促
進、イクメン
セミナー等)

社内保育所
育児に対する

金銭支援

家庭との
両立に

配慮した
転勤制度

東北圏 女性
首都圏 女性
東北圏 男性
首都圏 男性

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

柔軟な働き方に関する制度
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図表 【首都圏女性】会社にある制度や取組みの数別 育児をしながらのキャリア

アップの可能性

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

χ二乗検定

長時間労働と育児時間

① 長時間労働の状況

「 あなたは残業や休日勤務など長時間働くことが多いと思いますか」に対し、「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％、首都圏女性

％と大きな差は見られない。

一方、東北圏男性は ％、首都圏男性は ％と、両エリアとも女性よりも男性の

回答割合が高くなっている。

図表 長時間労働の状況

あなたは残業や休日勤務など長時間働くことが多いと思いますか

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

（n）

制度数0

制度数1～2

制度数3～10

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

・長時間労働の状況については、エリアによる大きな違いは見られなかった。

・東北圏女性は首都圏女性と同様に、長時間労働が多いと「育児時間を確保したい」

と回答する割合が高まる。
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図表 会社にある制度や取組み

あなたの会社の制度や取組みについておたずねします。それぞれの制度や取組みの有無、利用のし

やすさなどを回答してください

注） の選択肢は「制度があり利用しやすい」「制度があるが利用しづらい」「制度が無い」「制度の有

無がわからない」で、「制度があり利用しやすい」「制度があるが利用しづらい」の合計を「制度あり」

として集計した

■ 会社にある制度や取組みの数別 育児をしながらのキャリアアップの可能性

働き方や両立支援の制度や取組みが充実（制度数 ～ ）していると、育児をしながら

キャリアアップすることが可能だ（「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」）と回答し

た割合は ％と高く、一方、制度が全くない場合は ％と低い。首都圏女性も同様

である。

図表 【東北圏女性】会社にある制度や取組みの数別 育児をしながらのキャリア

アップの可能性

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

χ二乗検定

（n）

制度数0

制度数1～2

制度数3～10

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

短時間
勤務制度

時差出勤
フレックス
タイム制度

在宅勤務
制度

育休からの
早期復職

支援

育休復帰者
向けセミナー

男性向けの育
児支援(男性の

育休取得促
進、イクメン
セミナー等)

社内保育所
育児に対する

金銭支援

家庭との
両立に

配慮した
転勤制度

東北圏 女性
首都圏 女性
東北圏 男性
首都圏 男性

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

柔軟な働き方に関する制度
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図表 【首都圏女性】会社にある制度や取組みの数別 育児をしながらのキャリア

アップの可能性

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

χ二乗検定

長時間労働と育児時間

① 長時間労働の状況

「 あなたは残業や休日勤務など長時間働くことが多いと思いますか」に対し、「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％、首都圏女性

％と大きな差は見られない。

一方、東北圏男性は ％、首都圏男性は ％と、両エリアとも女性よりも男性の

回答割合が高くなっている。

図表 長時間労働の状況

あなたは残業や休日勤務など長時間働くことが多いと思いますか

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

（n）

制度数0

制度数1～2

制度数3～10

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

・長時間労働の状況については、エリアによる大きな違いは見られなかった。

・東北圏女性は首都圏女性と同様に、長時間労働が多いと「育児時間を確保したい」

と回答する割合が高まる。
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■ 年代別 長時間労働の状況

東北圏・首都圏女性を年代別に見ると、残業や休日勤務など長時間働くことが多いと思

うかについて、「そう思う」「どちらか言えばそう思う」の回答割合は、 代は東北圏女

性 ％、首都圏女性 ％とほぼ同等であった。年代が高くなるにつれ、長時間労働

をすると回答した割合が低くなっており、首都圏も同様の傾向が見られた。

図表 【東北圏・首都圏女性】年代別 長時間労働の状況

■ 企業規模別 長時間労働の状況

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、残業や休日勤務など長時間働くことが多い

と思うかについて、「そう思う」「どちらか言えばそう思う」の回答割合は、 人以上の

企業において東北圏女性が ％と最も高かった。東北圏では企業規模が大きいほど

「そう思う」「ややそう思う」の割合が増加している。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 長時間労働の状況

(ｎ)

11～100人　東北圏

11～100人　首都圏

101～300人　東北圏

101～300人　首都圏

301人以上　東北圏

301人以上　首都圏

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性 20代

首都圏 女性 20代

東北圏 女性 30代

首都圏 女性 30代

東北圏 女性 40代

首都圏 女性 40代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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■ 業種別 長時間労働の状況

東北圏女性を業種別に見ると、長時間働くことが多い（「そう思う」「どちらかと言えば

そう思う」）との回答が最も多かったのは「教育、学習支援業」の ％であった。「情

報通信業」が ％と続いている。逆に最も長時間労働が少ないのは「建設業」で

％であった。

図表 【東北圏女性】業種別 長時間労働の状況

② 育児時間の希望

育児をしている人に対して「 あなたはもっと育児に関わる時間を増やしたい

と思いますか」とたずねた。「すでに十分な時間を確保できている」「どちらかと言えば

時間を確保できている」の回答割合は、東北圏女性で ％と、首都圏女性の ％と

比べると ポイントの差があった。さらに東北圏女性は「もっと時間を確保したい」の

回答割合が ％と最も高くなっている。

図表 育児時間の希望

あなたはもっと育児に関わる時間を増やしたいと思いますか

注）「手のかかる子どもはいない」を除く

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

すでに十分な時間を
確保できている

どちらかと言えば時間を
確保できている

もう少し時間を
確保したいと思う

もっと時間を確保したい

(ｎ)

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療

福祉

その他のサービス業

その他

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えば

そう思わない
そう思わない
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■ 年代別 長時間労働の状況

東北圏・首都圏女性を年代別に見ると、残業や休日勤務など長時間働くことが多いと思

うかについて、「そう思う」「どちらか言えばそう思う」の回答割合は、 代は東北圏女

性 ％、首都圏女性 ％とほぼ同等であった。年代が高くなるにつれ、長時間労働

をすると回答した割合が低くなっており、首都圏も同様の傾向が見られた。

図表 【東北圏・首都圏女性】年代別 長時間労働の状況

■ 企業規模別 長時間労働の状況

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、残業や休日勤務など長時間働くことが多い

と思うかについて、「そう思う」「どちらか言えばそう思う」の回答割合は、 人以上の

企業において東北圏女性が ％と最も高かった。東北圏では企業規模が大きいほど

「そう思う」「ややそう思う」の割合が増加している。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 長時間労働の状況

(ｎ)

11～100人　東北圏

11～100人　首都圏

101～300人　東北圏

101～300人　首都圏

301人以上　東北圏

301人以上　首都圏

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性 20代

首都圏 女性 20代

東北圏 女性 30代

首都圏 女性 30代

東北圏 女性 40代

首都圏 女性 40代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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■ 業種別 長時間労働の状況

東北圏女性を業種別に見ると、長時間働くことが多い（「そう思う」「どちらかと言えば

そう思う」）との回答が最も多かったのは「教育、学習支援業」の ％であった。「情

報通信業」が ％と続いている。逆に最も長時間労働が少ないのは「建設業」で

％であった。

図表 【東北圏女性】業種別 長時間労働の状況

② 育児時間の希望

育児をしている人に対して「 あなたはもっと育児に関わる時間を増やしたい

と思いますか」とたずねた。「すでに十分な時間を確保できている」「どちらかと言えば

時間を確保できている」の回答割合は、東北圏女性で ％と、首都圏女性の ％と

比べると ポイントの差があった。さらに東北圏女性は「もっと時間を確保したい」の

回答割合が ％と最も高くなっている。

図表 育児時間の希望

あなたはもっと育児に関わる時間を増やしたいと思いますか

注）「手のかかる子どもはいない」を除く

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

すでに十分な時間を
確保できている

どちらかと言えば時間を
確保できている

もう少し時間を
確保したいと思う

もっと時間を確保したい

(ｎ)

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業
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福祉

その他のサービス業

その他
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どちらかと言えば

そう思わない
そう思わない
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■ 長時間労働の状況別 育児時間の希望

長時間労働の状況別に育児時間の希望を見ると、「もっと時間を確保したい」「もう少し

時間を確保したいと思う」の回答割合は、いずれの属性でも長時間労働が多い人ほど高

い。一方、長時間労働が少ない人は回答割合が低く、統計的にも有意差が確認された。

図表 長時間労働の状況別 育児時間の希望

あなたはもっと育児に関わる時間を増やしたいと思いますか

注）「手のかかる子供はいない」を除く

東北圏女性 χ二乗検定 、東北圏男性 χ二乗検定

首都圏女性 χ二乗検定 、首都圏男性 χ二乗検定

有給休暇の取得しやすさ

「 あなたの職場は有給休暇を取得しやすいと思いますか」に対して「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％と、首都圏女性の

％に比べ低い。東北圏男性は ％、首都圏男性は ％と、女性と同様に東北圏

は有給休暇が取得しやすいと回答する割合が低い。

(ｎ)

東北圏 女性 そう思う計

東北圏 女性 そう思わない計

首都圏 女性 そう思う計

首都圏 女性 そう思わない計

東北圏 男性 そう思う計

東北圏 男性 そう思わない計

首都圏 男性 そう思う計

首都圏 男性 そう思わない計

すでに十分な時間を
確保できている

どちらかと言えば時間を
確保できている

もう少し時間を
確保したいと思う

もっと時間を確保したい

あ
な
た
は
残
業
や
休
日
勤
務
な
ど
長

時
間
働
く
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
か

・有給休暇について、東北圏男女は首都圏男女に比べ取得しやすいと回答とした割合

が低い。
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図表 有給休暇の取得しやすさ

あなたの職場は有給休暇を取得しやすいと思いますか

■ 年代別 有給休暇の取得しやすさ

東北圏・首都圏女性を年代別に見ると、有給休暇を取得しやすいと思うかについて「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、いずれの年代も首都圏女性の回答

割合が高かった。東北圏女性は年代が上がるにつれ回答割合が微減しており、かつ東北圏

と首都圏の差が拡大している。

図表 【東北圏・首都圏女性】年代別 有給休暇の取得しやすさ

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性 20代

首都圏 女性 20代

東北圏 女性 30代

首都圏 女性 30代

東北圏 女性 40代

首都圏 女性 40代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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■ 長時間労働の状況別 育児時間の希望

長時間労働の状況別に育児時間の希望を見ると、「もっと時間を確保したい」「もう少し

時間を確保したいと思う」の回答割合は、いずれの属性でも長時間労働が多い人ほど高

い。一方、長時間労働が少ない人は回答割合が低く、統計的にも有意差が確認された。

図表 長時間労働の状況別 育児時間の希望

あなたはもっと育児に関わる時間を増やしたいと思いますか

注）「手のかかる子供はいない」を除く

東北圏女性 χ二乗検定 、東北圏男性 χ二乗検定
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東北圏 女性 そう思う計
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・有給休暇について、東北圏男女は首都圏男女に比べ取得しやすいと回答とした割合

が低い。
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図表 有給休暇の取得しやすさ
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■ 企業規模別 有給休暇の取得しやすさ

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、有給休暇を取得しやすいと思うかについて

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、 ～ 人の企業において東

北圏女性は ％、首都圏女性は ％と ポイントの違いがある。 人以上規模で

は東北圏女性は ％、首都圏女性は ％と ポイントの違いがあった。 ～

人規模ではほぼ同等であった。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 有給休暇の取得しやすさ

■ 業種別 有給休暇の取得しやすさ

東北圏女性を業種別に見ると、有給休暇を取得しやすいと回答した割合が最も高かった

のは「金融業、保険業」で ％であった。「その他」以外では、「建設業」 ％、「教

育、学習支援業」 ％、「製造業」 ％が続いている。最も有給休暇が取得しづらい

と認識されている業種は「その他のサービス業」 ％であった。

図表 【東北圏女性】業種別 有給休暇の取得しやすさ

(ｎ)

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療

福祉

その他のサービス業

その他

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思

わない
そう思わない

(ｎ)

11～100人　東北圏

11～100人　首都圏

101～300人　東北圏

101～300人　首都圏

301人以上　東北圏

301人以上　首都圏

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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第 節 コロナ禍による働き方の変化と女性活躍への効果

在宅勤務の状況

「 あなたは、新型コロナウィルス感染症対策として在宅勤務を行いましたか」に対

して、配偶者・パートナーありの「二人とも在宅勤務を行っていない」の回答割合は、東

北圏女性が ％と、首都圏女性の ％に比べ、 ポイントの大きな差が見られ

る。また、「自分も配偶者・パートナーも在宅勤務を行った」の回答割合については、東

北圏女性はわずか ％に留まり、首都圏女性は ％となっている。東北圏男性も

％と、首都圏男性 ％に比べて低く、東北圏と首都圏に大きな違いが見られる（χ

二乗検定 ‹ ）。

配偶者・パートナーなしの「在宅勤務を行った」の回答割合は、東北圏女性は

％、東北圏男性は ％となっており、首都圏女性 ％、男性 ％の半分に満

たない。

図表 配偶者・パートナーの有無別 在宅勤務実施状況

あなたは、新型コロナウィルス感染症対策として在宅勤務を行いましたか。配偶者・パートナーが

いらっしゃる方は配偶者・パートナーについてもお知らせください

(ｎ)

東北圏　女性

首都圏　女性

東北圏　男性

首都圏　男性

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー

な
し

在宅勤務を行った 在宅勤務を行っていない

(ｎ)

東北圏　女性

首都圏　女性

東北圏　男性

首都圏　男性

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー

あ
り

自分も配偶者・パート
ナーも在宅勤務を行った

自分だけが在宅勤務を
行った

配偶者・パートナーだけ
が在宅勤務を行った

二人とも在宅勤務を
行っていない

・コロナ禍において、東北圏は首都圏と比べ在宅勤務の実施率が低い。配偶者・パー

トナーがいる人では東北圏は「二人とも在宅勤務を行っていない」が 割を超えて

いる。東北圏女性で二人とも在宅勤務をした人はわずか ％に留まり、首都圏女

性の ％に比べ、その差は大きい。

・在宅勤務は企業規模が大きい企業ほど、実施されている。
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■ 企業規模別 有給休暇の取得しやすさ

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、有給休暇を取得しやすいと思うかについて

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、 ～ 人の企業において東

北圏女性は ％、首都圏女性は ％と ポイントの違いがある。 人以上規模で

は東北圏女性は ％、首都圏女性は ％と ポイントの違いがあった。 ～

人規模ではほぼ同等であった。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 有給休暇の取得しやすさ

■ 業種別 有給休暇の取得しやすさ

東北圏女性を業種別に見ると、有給休暇を取得しやすいと回答した割合が最も高かった

のは「金融業、保険業」で ％であった。「その他」以外では、「建設業」 ％、「教

育、学習支援業」 ％、「製造業」 ％が続いている。最も有給休暇が取得しづらい

と認識されている業種は「その他のサービス業」 ％であった。

図表 【東北圏女性】業種別 有給休暇の取得しやすさ
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・在宅勤務は企業規模が大きい企業ほど、実施されている。



 
第５章

 

■ 企業規模別 在宅勤務実施状況

企業規模別に見ると、企業規模が大きくなるにつれて、在宅勤務の実施割合が高くなる

傾向が見られる。「自分も配偶者・パートナーも在宅勤務を行った」の回答割合は、 ～

人規模において、東北圏女性は ％と、首都圏女性の ％と比べると非常に少な

い。東北圏女性は、 ～ 人規模では ％、 人以上規模で ％と規模が大きく

なるにつれわずかに割合が高くなっている。

図表 企業規模別 在宅勤務実施状況 配偶者・パートナーがいる人

(ｎ)

東北圏女性　11～100人

東北圏女性　101～300人

東北圏女性　301人以上

首都圏女性　11～100人

首都圏女性　101～300人

首都圏女性　301人以上

東北圏男性　11～100人

東北圏男性　101～300人

東北圏男性　301人以上

首都圏男性　11～100人

首都圏男性　101～300人

首都圏男性　301人以上

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
あ
り

自分も配偶者・パートナーも
在宅勤務を行った

自分だけが在宅勤務を
行った

配偶者・パートナーだけが
在宅勤務を行った

二人とも在宅勤務を行ってい
ない

 
第５章

 

■ 県別 在宅勤務実施状況

東北圏女性・男性を県別に見ると、在宅勤務の実施割合が最も高いのは男女ともに「宮

城県」であった。しかし、男女の差が大きく、「宮城県男性」（ ％）は「宮城県女性」

（ ％）よりも ポイント高い。逆に、最も在宅勤務の実施割合が低いのは、「秋田

県女性」の ％であり、「二人とも在宅勤務を行った」の回答割合は ％であった。

図表 【東北圏女性・男性】県別 在宅勤務実施状況（配偶者・パートナーがいる人）

(ｎ)

女性　青森県

男性　青森県

女性　岩手県

男性　岩手県

女性　宮城県

男性　宮城県

女性　秋田県

男性　秋田県

女性　山形県

男性　山形県

女性　福島県

男性　福島県

女性　新潟県

男性　新潟県

配
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・
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ー
ト
ナ
ー
あ
り

自分も配偶者・パートナーも
在宅勤務を行った

自分だけが在宅勤務を
行った

配偶者・パートナーだけが
在宅勤務を行った

二人とも在宅勤務を行ってい
ない
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■ 県別 在宅勤務実施状況
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■ 業種別 在宅勤務実施状況

東北圏女性を業種別に見ると、在宅勤務の実施割合が最も高いのは「金融業、保険業」

の ％であった。なお、「医療」や「福祉」はエッセンシャルワークであるため、「行

っていない」という回答割合が非常に高くなっている。

図表 【東北圏女性】業種別 在宅勤務実施状況（配偶者・パートナーのいる人）

注）サンプル数が 以下は参考値

男女の家事・育児分担比率の変化

(ｎ)

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

宿泊業、飲食サービス業

生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業

医療

福祉

その他のサービス業
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答した割合については、女性は ％から ％、男性は ％から ％へ減

少し、妻の家事・育児の軽減が図られたと見られる。
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② 在宅勤務実施前後の家事・育児分担割合

在宅勤務前後の配偶者・パートナーとの家事・育児負担比率の変化について男女別に見

ると、妻の家事・育児分担割合が 割以上（「妻 夫」～「妻 ： 夫」）と回答した割

合については、女性は ％から ％に減少しており、また、「妻 ： 夫」も ％

から ％に増加している。一方、男性については、妻の家事・育児分担割合が 割以

上と回答した割合は、 ％から ％の減少が見られる。夫が 割以上と回答した割

合では、女性の回答はほぼ変化していないのに対して、男性は ％から ％に増加

している。

在宅勤務前後の家事・育児負担比率の変化は、女性よりも、男性自身の家事・育児参加

への評価は高めであるが、妻の家事・育児分担の軽減が図られたと見られる。

図表 【女性・男性】在宅勤務前後の家事・育児分担割合

注）夫（男性）が在宅勤務を行った回答データを使用。女性は「自分も配偶者・パートナーも在宅勤務

を行った」「配偶者・パートナーだけが在宅勤務を行った」、男性は「自分も配偶者・パートナーも在宅

勤務を行った」「自分だけが在宅勤務を行った」
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配偶者・パートナーの家事、育児などへの取組み姿勢（自由記述）

① 二人とも在宅勤務を行った

■ 妻の声

・家事などについては全く期待していなかったが、夫が自ら買い物に行って食事を用意し

てくれていた。我が家はとても良い方向に向いたが、周りはそうでもなく、一日在宅で

ゴロゴロしている旦那さんとか子供がいる家庭の人はかわいそうでした。（ 代女性／

医療／新潟県）

・在宅勤務をしてみて通勤時間による拘束がなく、その分家事に当てることができたの

で、今後の働き方に大きな影響があった。（ 代女性／教育・学習支援業／新潟県）

・子どもと普段顔を合わせることが少なかったのでコミュニケーションが十分に取れたと

思う。平日に夕飯を一緒に食べたり、一緒にお風呂に入ることは不可能だったので、そ

れが短期の間でも可能になり、私としても子どもにとってもよかった。（ 代女性／宿

泊業・飲食サービス業／宮城県）

・（配偶者が）単身赴任中であるが、在宅勤務のおかげで平日自宅で過ごせるようになっ

た。家事負担をしてくれ助かった。（ 代女性／教育・学習支援業／新潟県）

・元々配偶者の方が家事を担ってくれているので変化はない（ 代女性／教育・学習支

援業／新潟県）

① 二人とも在宅勤務を行った

在宅勤務以外の時と変わらない家庭もあったようだが、妻側からは、頼まなくても

配偶者が自ら家事を行ってくれることへの感謝等が見られた。夫側は、今まで気付

かなかった家事の大変さがわかった人もいた。また、男女とも子どもと過ごせるこ

とがよかったという感想が散見された。

② 自分だけが在宅勤務を行った

男女とも家事の負担が多くなったという意見が見られた。特に妻だけが在宅してい

る場合は仕事とみなしてもらえない、ということが指摘されている。（夫の場合はそ

のようなことは起こっていない）

③ 配偶者だけが在宅勤務を行った

夫は妻だけが在宅している場合は、負担が増えたことによる気遣いをしている人も

いるが、多くは「普段と変わらない」という認識だった。妻側は、夫のみが在宅し

ていても、家事を一切しないケースも見られ、憤りの声も多く見られた。一方、自

主的に家庭のことをやるようになった夫もいるようで家庭により様々であった。 
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② 在宅勤務実施前後の家事・育児分担割合
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■ 夫の声

・やらなければ分からない家事・育児・雑務が多いことに気づけた。（ 代男性／その他

の業種／新潟県）

・家事の種類の多さに驚いた。（ 代男性／卸売業・小売業／青森県）

・在宅勤務により、子供と過ごせる時間が増えてよかった面もある。（ 代男性／その他

の業種／山形県）

・子供が家にいる中での仕事は全く効率が上がらない。はっきり言って無理。（ 代男性

／製造業／宮城県）

・自宅での食事が増えたので、炊事の機会も増えた。炊事が苦手な妻より、家事の負担は

増えた。（ 代男性／教育・学習支援業／福島県）

② 自分だけが在宅勤務を行った

■ 妻の声

・パートナーは全く家事をしなくなった。（ 代女性／運輸業・郵便業／宮城県）

・在宅は家族内からは仕事とみられない為（夜中に業務をこなしていることもあったが）

まるで休みであるかのように家事をこなさねばならない。休んでいるわけではなかった

ので精神的にストレスフルだった。（ 代女性／医療／福島県）

・配偶者の帰宅時間が早まり迷惑だった。（ 代女性／教育・学習支援業／秋田県）

・しばらく手伝ってくれなくて、ある日大喧嘩してしまい、その時に手伝って欲しいと泣

きながら訴えそれ以来手伝ってくれるようになった。（ 代女性／福祉／青森県）

・在宅なのだから家事の負担は増えてもいいだろう、と考えていると思う（ 代女性／

運輸業・郵便業／秋田県）

・私に全て任せているつもりはないと言っていたが、実際はなにもしてくれなくなったの

で不満が募りました。（ 代女性／その他の業種／新潟県）

・家にいる間は体の疲れを休めることを優先にしつつ、家事などを本人のペースで手伝っ

てくれた。（ 代女性／金融業・保険業／宮城県）

■ 夫の声

・自分が洗濯など家事を行う事が多くなった。（ 代男性／製造業／宮城県）

・自分ももう少し家事を担当しなくてはならないと感じた。（ 代男性／教育・学習支援

業／青森県）

・在宅が多くなった分育児、家事が増えた。元々自分の方が育児は多かったが、さらに増

え、配偶者は減った。（ 代男性／福祉／宮城県）

・業務には少なくとも集中出来なかった。（ 代男性／その他の業種／宮城県）
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③ 配偶者だけが在宅勤務を行った

■ 妻の声

・こちらからのお願いごとを頼みやすくなった。（ 代女性／製造業／岩手県）

・パートナーからしたら子供の帰宅後は中々仕事に集中しづらいと思うが、こちらからし

たら育児の手が多少増えるだけで負担感がだいぶ減った。（ 代女性／運輸業・郵便業

／新潟県）

・私は短い昼休みに帰って洗濯物たたんで 分でご飯を食べて職場へ帰る生活を毎日し

ているのに在宅の日のゴミ当番くらいしやがれ！ごはんくらい炊いておいてくれ！（

代女性／卸売業・小売業／新潟県）

・以前より積極的に取り組むようになった（ 代女性／卸売業・小売業／福島県）

・在宅勤務になっても、家事の分担は全て自分であった。特にやらせようともしていない

ので問題ない。（ 代女性／福祉／福島県）

・食事の支度や掃除を自らしてくれるようになった（ 代女性／運輸業・郵便業／新潟

県）

・以前より家事育児の苦労をわかってくれた（ 代女性／製造業／宮城県）

・世間一般的に在宅ワークが広がった影響で、夫も会社に在宅ワークの実施を働きかけ、

家にいる時間を長く取ってくれた。子供と過ごす時間も増え、上の子のお風呂や寝かし

つけも 人でやってくれるようになった。（ 代女性／卸売業・小売業／福島県）

・在宅勤務中は、いつも以上に自室にこもっていました。家にいるなら洗濯の取り込みく

らいできないか？頼んだら無理っぽい感じに言われて。なぜかいつも以上に子どもの相

手をしなくて、本当にいら立ちました。（ 代女性／教育・学習支援業／宮城県）

■ 夫の声

・自宅に長時間居ることになるので、家事・育児などを行う比率はさらに高まってしまう

状況だった。（ 代男性／製造業／福島県）

・配偶者が在宅になったからと言って、自分が出来る家事育児を怠らないようにしてい

た。なので変化無し。（ 代男性／福祉／新潟県）

・家にいる時間が長いので家事のほとんどをこなしてくれる。それに不満を漏らす事無く

非常に有難いと思っている。（ 代男性／製造業／宮城県）

・とてもよくやってくれていた。育児をしながらの在宅はとても難しい中でも、両立を目

指して頑張ってくれている。（ 代男性／教育・学習支援業／宮城県）

・自分が休みの日は、出来るだけ家事、育児をする。（ 代男性／卸売業・小売業／新潟

県）
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期待される在宅勤務の効果

「 新型コロナウィルス感染症拡大で在宅勤務をした経験をふまえ、在宅勤務が日常

的になる場合のあなたのお考えをお知らせください」に対して、東北圏女性の回答割合

は、 位「働く場所の制約がなくなると思う」 ％、 位「自己啓発や趣味の時間が持

てると思う」 ％、 位「育児や介護をしながら就業継続がしやすくなると思う」

％となっている。首都圏女性の割合についても、東北圏女性と同様の結果となった

が、 位「働く場所の制約がなくなると思う」は ％と、東北圏女性よりも ポイン

ト高い。

「男性の育児・家事、介護等の時間が増加すると思う」の回答割合は、両エリアともに

女性よりも男性が高かった。

なお、すべての項目について、東北圏男女は首都圏男女に比べ回答割合が低い傾向にあ

る。回答者はすべて在宅勤務実施者ではあるが、東北圏では首都圏よりも在宅勤務の実施

率が低く、またその実施も一時的なコロナ対策として捉えられていたと考えられ、東北圏

ではその効果を認識するまで至っていない可能性がある。以下では、首都圏を在宅勤務の

先行エリアとして捉え、首都圏ではどういった効果が認識されているのかを中心に分析を

行う。

・在宅勤務の効果として、東北圏女性で回答割合が高かったのは「働く場所の制約が

なくなると思う」（ ％）「自己啓発や趣味の時間が持てると思う」（ ％）「育

児や介護をしながら就業継続がしやすくなると思う」（ ％）であった。

・在宅勤務の効果として「育児や介護をしながら就業継続しやすくなると思う」と回

答した割合は 属性すべてで 割を超えている。また「男性の育児・家事、介護等

の時間が増加すると思う」は両エリアとも女性より男性の回答割合が高い。

・いずれの項目においても東北圏は首都圏より評価が低くなっているが、東北圏の在

宅勤務実施率の低さがその原因と推測する。
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図表 在宅勤務の効果

「在宅勤務を行った」と回答した方にお伺いします。新型コロナウィルス感染症拡大で在宅勤務を

した経験をふまえ、在宅勤務が日常的になる場合のあなたのお考えをお知らせください

注 ）「自分も配偶者・パートナーも在宅勤務を行った」もしくは「自分だけが在宅勤務を行った人」のみ

注 ）「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の計

仕事の生産性・効率が上がると思う

「仕事の生産性が上がる」について「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答

割合は、東北圏男女と首都圏男女の認識の違いが大きい。首都圏女性 ％に対して東

北圏女性 ％は ポイント低い。首都圏男性は ％、東北圏男性は ％とな

っている。

図表 在宅勤務の効果「仕事の生産性が上がる」

注）「自分も配偶者・パートナーも在宅勤務を行った」もしくは「自分だけが在宅勤務を行った人」のみ

（以降のデータも同様）
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■ 子どもの有無別 在宅勤務の効果「仕事の生産性が上がる」

子どもの有無別に見ると、「仕事の生産性が上がる」について「そう思う」「どちらかと

言えばそう思う」の回答割合は、首都圏女性では、子どもがいない人（ ％）は、子ど

もがいる人（ ％）に比べわずかに高い。一方、東北圏女性は子ども有無に関わらず低

い。

図表 子ども有無別 在宅勤務の効果「仕事の生産性が上がる」

仕事の成果で評価されやすくなると思う

「仕事の成果で評価されやすくなる」について「そう思う」「どちらかと言えばそう思

う」の回答割合が最も高かったのは、首都圏男性の ％であった。

図表 在宅勤務の効果「仕事の成果で評価されやすくなる」
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首都圏男性　子ども有

首都圏男性　子ども無

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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自己啓発や趣味の時間が持てると思う

「自己啓発や趣味の時間が持てる」について「そう思う」「どちらかと言えばそう思

う」の回答割合は、東北圏女性の ％は、首都圏女性の ％よりは低いが、 割を

超える人が、在宅勤務の効果のひとつとして自己啓発や趣味の時間が持てると考えてい

る。両エリアとも男性よりも女性の回答割合が高くなっている。

図表 在宅勤務の効果「自己啓発や趣味の時間が持てる」

男性優位の職場風土の是正につながると思う

「男性優位の職場風土の是正につながる」について「そう思う」「どちらかと言えばそ

う思う」の回答割合は、東北圏女性の ％が 属性の中で最も低く、かつ「そう思わ

ない」の回答割合も ％と、他の属性よりも ポイント以上高くなっている。首都圏

女性の「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合も ％と、高い割合とは

言えない結果であった。

図表 在宅勤務の効果「男性優位の職場風土の是正につながる」

(ｎ)

東北圏 女性
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そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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■ 子どもの有無別 在宅勤務の効果「仕事の生産性が上がる」

子どもの有無別に見ると、「仕事の生産性が上がる」について「そう思う」「どちらかと

言えばそう思う」の回答割合は、首都圏女性では、子どもがいない人（ ％）は、子ど

もがいる人（ ％）に比べわずかに高い。一方、東北圏女性は子ども有無に関わらず低

い。

図表 子ども有無別 在宅勤務の効果「仕事の生産性が上がる」

仕事の成果で評価されやすくなると思う

「仕事の成果で評価されやすくなる」について「そう思う」「どちらかと言えばそう思
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そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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う思う」の回答割合は、東北圏女性の ％が 属性の中で最も低く、かつ「そう思わ

ない」の回答割合も ％と、他の属性よりも ポイント以上高くなっている。首都圏
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男性の育児・家事、介護等の時間が増加すると思う

「男性の育児・家事、介護等の時間が増加する」について「そう思う」「どちらかと言

えばそう思う」の回答割合は、東北圏男性は ％、首都圏男性は ％と、両エリア

とも女性より高い。なお、東北圏女性も ％が肯定的だが、 属性の中でその割合が最

も低かった。

図表 在宅勤務の効果「男性の育児介護等の時間が増加する」

■ 子どもの有無別 在宅勤務の効果「男性の育児介護等の時間が増加する」

子どもの有無別に見ると、「男性の育児介護等の時間が増加する」について「そう思

う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、子どもがいる東北圏女性が ％なの

に対して、子どもがいない人は ％と、子どもがいない人が男性の育児介護等の時間

が増加する効果を期待している。首都圏女性も同様に、子どもがいる人は ％、いな

い人が ％となっている。

図表 子どもの有無別 在宅勤務の効果「男性の育児介護等の時間が増加する」

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏女性　子ども有

東北圏女性　子ども無

首都圏女性　子ども有

首都圏女性　子ども無

東北圏男性　子ども有

東北圏男性　子ども無

首都圏男性　子ども有

首都圏男性　子ども無

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えば

そう思わない
そう思わない
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時間制約があってもキャリアアップがしやすくなると思う

「時間制約があってもキャリアアップがしやすくなる」について「そう思う」「どちら

かと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性の ％が 属性の中で最も低く、ま

た首都圏女性の ％と差が大きい。東北圏男性は ％、首都圏男性は ％となっ

ている。

図表 在宅勤務の効果「時間制約があってもキャリアアップしやすくなる」

■ 年代別 在宅勤務の効果「時間制約があってもキャリアアップしやすい」

年代別に見ると、「時間制約があってもキャリアアップしやすいと思う」について「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、いずれの年代でも東北圏女性の割

合が最も低い。東北圏女性以外の属性では、年代が上がるにつれ回答割合が減少する傾向

が見られ、男女それぞれ回答割合が最も高いのは 代の首都圏女性 ％と首都圏男性

の ％となっている。

図表 年代別 在宅勤務の効果「時間制約があってもキャリアアップしやすくなる」

(ｎ)

東北圏 女性 20代

東北圏 女性 30代

東北圏 女性 40代

首都圏 女性 20代

首都圏 女性 30代

首都圏 女性 40代

東北圏 男性 20代

東北圏 男性 30代

東北圏 男性 40代

首都圏 男性 20代

首都圏 男性 30代

首都圏 男性 40代

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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が増加する効果を期待している。首都圏女性も同様に、子どもがいる人は ％、いな

い人が ％となっている。
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年代別に見ると、「時間制約があってもキャリアアップしやすいと思う」について「そ

う思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、いずれの年代でも東北圏女性の割

合が最も低い。東北圏女性以外の属性では、年代が上がるにつれ回答割合が減少する傾向

が見られ、男女それぞれ回答割合が最も高いのは 代の首都圏女性 ％と首都圏男性

の ％となっている。

図表 年代別 在宅勤務の効果「時間制約があってもキャリアアップしやすくなる」
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育児や介護をしながら就業継続がしやすくなると思う

「育児や介護をしながら就業継続がしやすくなる」について「そう思う」「どちらかと

言えばそう思う」の回答割合は、首都圏女性が ％と非常に高い。一方、東北圏女性

は、他の属性と比べて最も低いが、 ％が肯定的に考えている。

図表 在宅勤務の効果「育児や介護しながら就業継続しやすくなる」

働く場所の制約がなくなると思う

「働く場所の制約がなくなると思う」について「そう思う」「どちらかと言えばそう思

う」の回答割合は、首都圏女性が ％と非常に高くなっている。首都圏と東北圏では

通勤時間が大きく異なるが、東北圏女性も ％が働く場所の制約がなくなると回答し

ている。

図表 在宅勤務の効果「働く場所の制約がなくなる」

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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第６章 タイプ別東北圏女性の特徴と活躍を促す要因 

この章では、東北圏で働く女性を つのタイプに分類し、その特徴と課題を考察し、今

後の取組みを検討する。

女性一人ひとりに目を向けると、昇進意欲やキャリアアップの実感、達成感などモチベ

ーションは多様であり、また、価値観やライフスタイルも様々で、すべての女性を“女

性”という典型的な属性でひとくくりにすることはできない。そして、一人ひとりの活躍

を促すためには、違いに焦点を当て女性活躍に向けたそれぞれの取組みを有機的に連携さ

せ展開することが求められる。それが女性たちのモチベーション向上につながり、ひいて

は企業の成長につながっていく。

タイプの分類にあたっては、東北圏で働く女性の意識に関する設問を因子分析し、軸と

なる つの設問を抽出した。具体的には、 つの設問（「 昇進意欲」、「 キャリアア

ップの認識」、「 達成感」、「 力の発揮」、「 重要な仕事への意欲」、「 現在の仕

事への意欲」）から、 、 に負荷が高い因子と 、 、 、 に負荷が高い因子

が抽出された。このため、上昇意欲の有無を計る代表設問として 注 、現状に満足か否

かを計る代表質問として 注 を軸としてタイプ分けを行った（図表 ）。

「タイプ 」は重要な仕事を担当する意欲が高く、キャリアアップの実感がある「活躍

体現のいきいき派」（全体の ％）、「タイプ 」は重要な仕事を担当する意欲は低い

が、キャリアアップの実感はある「現状満足のほどほど派」（同 ％）、「タイプ 」は

重要な仕事を担当する意欲は高いが、キャリアアップを実感できない「現状不満のもやも

や派」（同 ％）、「タイプ 」は重要な仕事を担当する意欲も低く、キャリアアップも

実感できないボリュームゾーンの「現状維持のこれから派」（同 ％）である注 。

企業の成長に大きく寄与するのは重要な仕事を担当する意欲もキャリアアップの実感も

高いタイプ の女性であり、タイプ の女性を増やしていくことが企業の女性活躍推進に

おける重要な視点のひとつである。第 節では、タイプ から それぞれについて、女性

本人の仕事への向き合い方や上司のマネジメント、企業の女性活躍推進の取組みなどの特

徴と課題を明らかにする。第 節では、タイプ 、 、 の女性をタイプ の「活躍体現の

いきいき派」に変容させるための要因を考察する。

注 ）「 あなたは重要な仕事を担当したいと思いますか」に対する、「そう思う」「どちらかと言えば

そう思う」を重要な仕事を担当する意欲が高い、「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」を

重要な仕事を担当する意欲が低いとした

注 ）「 あなたは自分がキャリアアップできていると思いますか」に対する、「そう思う」「どちらか

と言えばそう思う」をキャリアアップできている、「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」

をキャリアアップできていないとした

注 ）各タイプの詳細な属性は巻末資料 「属性別タイプ分析」を参照（ ）

注 ）巻末資料 「女性活躍推進状況チェックシート」で、自社の女性社員のタイプ診断ならびに女性活

躍推進状況分析が可能（ ）


